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Sl-02 人工呼吸管理中の栄養管理の標準化

~文献的考察~
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栄養管理を取り巻く状況はここ数年で大きく変

化 し、重症患者にこそ 「栄養管理は必要である」

との認識が浸透してきた。しかし殆どの疾患-病

態における標準的な栄養管理、というものがわが

日本では定まっておらず、 各施設、医師個人の裁

量に任さ れているのが実情である。 よって今回、

「人工呼吸管理中の栄養管理」に関する文献を検

索した。その結果、①静脈栄養 よりも経腸栄養、

②早期経腸栄養は有効、 @投与経路の違い (胃に

するか、空腸にするか)には有意差なし、につい

ては異論がなく 、現在の論点として、①経腸栄養

の烹適投与量、③栄養の質(各栄養素の割合や、

脂質の種類)の影響、③経腸栄養施行時の静脈栄

養併用の是否、④グル夕ミン、アルギニン等各種

lmrm剛n刊川1孔1U山叩m附1

int陀en附lS川s剖IV問ems刊ulint山he釘ra叩py(llT )の有効性、 等が挙げら

れていた。
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